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CEO の 4 分の 3（75%）は、 
競争優位を 
得られるかどうかは 
生成 AI にかかっていると 
回答している。1

主なポイント

生成 AI は、人事部門が 
変革の先駆者となる機会を生む
最近の IBM IBV が実施した調査によると、回答者の実に
95% が、生成 AI は自社のビジネスを大きく変えるだろ
うと答えた。2 最高経営責任者（CEO）の 4 分の 3（75%）
が、成功するのは最も先進的な生成 AI を導入した企業だ
ろうと予想し、競争優位性を得られるかどうかは生成 AI
にかかっていると回答している。3

今後、組織横断的な生成 AI 戦略を 
持たない企業は、経営上厳しい 
立場に立たされる可能性がある
従業員が社内で正規の生成 AI を使いこなせるよう管理
している企業は、従業員エクスペリエンスへの投資に対
するリターンが他社よりも 46% 高い。4 しかしながら、い
まだに 60% の企業は、生成 AI が従業員に与える影響に
ついて評価する仕組みすら持っていない。5

企業によりシームレスな 
「人」財体験を提供するには、 

人事部門がさらにテクノロジーに 
明るくなる必要がある
人事部門は起業家的な視点に立ち、テクノロジーの導入
に関する機能要件を先導し取り纏め、テクノロジーの導
入にも伴走し問題の課題解決を図る必要がある。テクノ
ロジーへの投資や広範なデータ戦略にも関与し、最大の
効果をもたらすために、各部門やパートナーとのエコシ
ステムを横断するチームの統合に努めるべきである。
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生成 AI はすでに人事部門に多大な影響を及ぼしている。データ処理の
自動化を可能にし、従業員がより価値の高い業務に取り組めるように
した。

生成 AI は能力を高めつつあるが、同時に混乱も生じさせている。そうした中で、ある
重大な機会が頻繁に見過ごされている。それは、人事部門が企業全体における生成 AI
の主要な推進役、原動力となる機会である。

企業は部署の集合体であり、それぞれの部署はサイロ化する傾向にあるが、人事部門は
すべての部署とその構成員に影響力を及ぼすことが可能だ。組織のパフォーマンス文化
を再構築し、今日の従業員に明日のスキルを学ぶよう促すことができるのだ。だからこ
そ同部門が率先して生成 AI を活用し、組織に革新的で探求心旺盛、さらには実験を迅
速に遂行する企業文化を根付かせ、こうした企業文化に従業員が慣れ親しむよう仕向け
なくてはならない。

AI が組織にもたらす変革は、指数関数的なスピードで進んでいる。OpenAI 社の
ChatGPT は、サービス開始からわずか 2 カ月で月間アクティブ・ユーザー数が 1 億人
に達し、歴史上最も急速に成長したコンシューマー向けアプリケーションとなった

（Instagram は、このユーザー数を獲得するのに 2 年半かかった6）。企業側はこうした
生成 AI の成長に注目しており、人々の働き方も劇的に変わりつつある。

IBM Institute for Business Value（IBM IBV）が実施した調査によると、今後 3 年間で
AI と自動化の導入が進むことで、世界の労働人口の 40% が再教育を迫られることに
なる。7 世界銀行の統計によれば、世界の労働人口は 34 億人であり、つまり 14 億人が
これに該当する。8 これだけの人数を再教育することは簡単ではないが、仕事内容が大
きく変化する可能性は高い。同調査によると、世界の経営層の 87% が、生成 AI が仕
事の役割を拡張すると予想している。9

経営層の 60% 以上は、企業が顧客や従業員の体験（エクスペリエンス）をデザインす
る方法が生成 AI によって劇的に変化すると予想し、その根拠としてパーソナライゼー
ション技術を挙げている。10 本レポートでは、人事部門が企業の従業員エクスペリエン
スをどのように変革すれば、従業員が環境変化の波に乗れるのか、またそのために必要
な 10 の「行動」を紹介する。第一部では、多種多様なシステムやビジネス・プロセス
に人事部門がどのように関与すれば、生成 AI を活用した組織文化を醸成できるのかを
探る。第二部では、人事部門が戦略的アドバイザーとして、組織の未来にとって最適
な、人材中心の業務モデルを開発する方法について解説する。

本レポートでは、人事部門が 
企業の従業員エクスペリエンスを 
どう変革すれば、従業員が仕事内容が 
シフトする環境に対応できるのか、 
またそのために必要な 
10 の「行動」を紹介する。
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人事部門が生成 AI 文化を 
醸成するには
生成 AI は企業のさまざまな側面に多大な機会をもたらす。IBM IBV が
最近実施した調査によると、回答者の実に 95% が、生成 AI は自社の
ビジネスを大きく変えるだろうと答えた。11 

最高経営責任者（CEO）の 4 分の 3（75%）は、成功するのは最も先進的な生成 AI を
導入した企業だろうと予想しており、競争優位性を得られるかどうかは生成 AI にか
かっていると回答している。12 これは企業にとっての好機であるばかりでなく、人事部
門にとっても、自ら先導し企業における役割を一歩先へ進めるチャンスなのである。

経営層の 60% が、人事部門を単なる事務組織と見なしているという厳しい現実に、ま
ず目を向ける必要がある。13 また組織の 60% は、生成 AI が従業員に与える影響を評価
するための仕組みを持っていない。14 これは戦略上の空白であり、企業に経営上の不利
益をもたらす可能性がある。他方、従業員が生成 AI を使いこなせるよう管理している
企業は、従業員エクスペリエンスへの投資に対するリターンが他社よりも 46% 高かっ
た。15

どうすれば人事部門は単なる管理機能という評価を超え、戦略上の空白を埋めることが
できるだろうか。この問いに答えるため、本レポートではコミュニケーション、採用、
エコシステム、マネージメント業務にまたがる、生成 AI を活用した企業文化の醸成に
役立つ 10 の要素と、そのために必要な技術的ヒントを紹介する。これらはいずれも重
要であり、掲載順にかかわらず取り組む必要がある。

第一部
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	 AI に対する組織の姿勢を定める
従業員の多くは生成 AI に関する情報にすでに触れており、その良い点、悪い点、幻想
などを知っているはずだ。プライベートな時間に、このテクノロジーを試してもいるだ
ろう。人事部門がまず行うべきなのは、生成 AI の可能性を組織全体に率直に伝えるこ
とだ。不安と熱意はしばしば表裏一体の関係にある。自社が AI 戦略（必要なルールを
含めて）を策定中であったとしても、その情報を共有すべきである。

その一連の行為は双方向で行われなくてはならない。従業員との関係は高い透明性が求
められる。従業員からの質問を無視したり、放置したりすると、問題が膨れ上がり、士
気をそぐことになりかねない。例えば、「私の仕事にどう影響するのでしょうか」「仕事
を奪われるのではないでしょうか」といった質問を放置すれば、従業員はストレスを抱
えることになる。実際、IBM IBV の調査によると、従業員の半数以上（54%）が、新
しいテクノロジーにより自分の仕事は時代遅れなものになるのではないかと不安を抱
いている。16 

人事部門は詳細を掘り下げて調査し、仕事や職務の役割を再設計し、従業員をサポート
するプログラムを立ち上げることができる。従業員は生成 AI にどのような懸念を抱い
ているのだろうか。何が彼らを不安にさせているのだろうか。オンライン・チャット、
フォーカス・グループ、対面式タウン・ホール、リサーチ調査などを通じて、インク
ルーシブな対話を行えば、人事部門は従業員の懸念を理解し、対処できるようになる。
また、能力開発の機会を提供し、組織としてのフィードバック・ループを活性化させる
ことで、対話のきっかけをつくり、オープンな関係を構築できるようになる。

	 AI 戦略に共同で取り組み、 
	 責任ある AI の文化を共に醸成する
最も重要なのは信頼だ。現場の従業員との連携を深め、倫理、信頼、透明性などに関す
るルールを共に作成する。生成 AI の利用方法をモデル化し、人が関与する状態を維持
する。インサイト（洞察）や提案を生成 AI から得つつも、最終的な意思決定は人が行
うようにする。採用する大規模言語モデル（LLM）を継続的にテストし、繰り返し再評
価を行う。従業員が誤った使い方をしないためのガイドラインを設定する。組織のすべ
ての部門と連携して、サイバーセキュリティー対策への意識を高めることも重要で
ある。

	 人の仕事をデジタル・アシスタントで支える 
	 「拡張労働力」を前向きに受け入れ、生成 AI で強化する
生成 AI に慣れるにつれて、従業員は AI を活用したデジタル・アシスタントを受け入
れるようになるだろう。その時、自分の仕事が組織のビジョンとどう連動しているの
か、従業員が目的やつながりを意識できることが重要である。IBM IBV が最近実施し
た調査によると、従業員のほぼ半数（45%）が、仕事をする上で最も重要なのは、自
分の仕事が及ぼす影響力であると答えている。17 

生成 AI の可能性をより明確に認識できれば、従業員はより価値のある仕事や有意義な
キャリアへのチケットとして、AI を受け入れるようになるだろう。生成 AI を導入した
結果、従業員の満足度や成果が高まるよう、人事部門は支援すべきである。AI による
能力の拡張を考慮して人事部門が業務を再設計する際には、自然で直感的なやりとりが
できるように図り、それぞれの働き方やプロセスに適した、人を中心とするワークライ
フの実現を目指すべきである。

技術的なヒント：AI が生成
するディスカッション・ト
ピックを活用して、デジタ
ルな形で対話や交流をいつ
でも行えるようにする。そ
こから得られたフィード
バックは共有し、提案があ
ればそれを実行する。従業
員が管理職との面談を予約
し、実行できる場を設け、
必要な場合はサポートを受
けられるようにする。

技術的なヒント：AI と機械
学習を活用して、包括的な
制御を可能にし、セキュリ
ティー・アクセスの異常を
簡単に検出できるようにす
る。リスクを軽減し、コン
プライアンスを強化する。

技術的なヒント：AI とデジ
タル・アシスタントの使用
方法、ユースケース、模範
などに従業員が簡単にアク
セスし、理解できるように
する。

1

2

3
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4	 新しい仕事と新しい働き方を積極的に共創する
人事部門は、主導的に未来の仕事を再設計すべきである。そのためには、未来がどんな
姿になるのか、何が新しい動きを現実化するのかを予測しなくてはならない。また、現
在の仕事と未来の拡張された仕事の両方で、仕事の内訳を分解し、構造を見直すことか
ら始めるべきである。未来の仕事を設計する過程で、人事部門ができる方法や使用でき
るツールとしては、プロセスとタスクのリスト、バリュー・ストリームのマッピング、
ジョブ・アーキテクチャー、スキル分類などが挙げられる。

従業員は新たな現実の中で、自分のキャリア・パスがどう進化するかを可視化する必要
に迫られている。だが、こうした作業は、キャリアを選択するときに有用である。同様
に組織自体にとっても、可視化は従業員がキャリア・パスをシームレスに歩めるように
支援する際に有用である。

仕事を再設計するときに、エンゲージメントを高め、生産性を向上させる変革の「成否
を分ける存在」が管理職である。管理職は生成 AI を活用して、従業員にとって安全な
空間をつくり、従業員がパーソナライズされたやりがいのあるキャリア・パスを自ら切
り拓き、自由に挑戦できるようにしなくてはならない。また、従業員と協力し合いなが
ら、生成 AI がどのような場面で役立ち、あるいは妨げになるのか、またはまったく変
化をもたらさないのかを見極める必要がある。

しかしながら、こうしたトピックを従業員と話し合う場合、大雑把になりすぎて、実行
に移せないケースも生じ得る。人事部門には、意見交換の場を設け、管理職にトレーニ
ングやガイダンスを提供し、業務の定期的な更新（あるいは完全な変更）が行われるよ
う支援することが求められる。

「どんな仕事が退屈ですか」「1 週間にもう 5 時間余裕があったとしたら、どんな仕事を
すべきだと考えますか」といったような会話により、管理職は部下とクリエイティブな
対話を行い、仕事の可能性について探ることができる。こうした会話を通じ、生成 AI
やデジタル・アシスタントが、仕事を奪うのではなく、仕事を支援することを従業員に
知ってもらうことができる。

	 テクノロジー領域だけに限らず、 
	 あらゆるスキル分野において、 
	 従業員のスキルアップを支援し、再教育を行う
全従業員がデジタル・スキルと知識を定期的に更新し、適切な状態を維持できるように
する。同時に、非 STEM* 分野のトレーニングも継続的に行う。人間とテクノロジーと
のパートナーシップの形態は進化を続けており、対人スキル、適応力、協調性といった
資質がますます重要性を増している（視点「流動的な仕事の役割と要件」を参照）。ス
キルアップやリスキリングに予算を配分し、技能のブラッシュアップや新しい働き方を
積極的に受け入れる姿勢の従業員に報いるべきである。未知の領域で新たな仕事に取り
組む能力と関心を持つ従業員にとって、リスキリングはオーダーメードの成長機会で
ある。

*	� 非 STEM とは、科学、技術、工学などの理系の教育分野である STEM に対して、それ以外の領域を指す。
**	�ブレンデッド・ラーニングとは、集合研修や e ラーニングなどの複数の学習機会を組み合わせることで、学

習効果の最大化を図った学習方法である。

技術的なヒント：AI ツール
を活用して、組織や外部市
場の変化に応じて進化する
ダイナミックなジョブ・アー
キテクチャーを構築する。管
理職が自信を持って適切な
ステップを踏み、チームとの
信頼関係を築けるよう人事
部門が支援する。

技術的なヒント：生成 AI を
使って、パーソナライズ化し
た学習コンテンツを作成す
ることで、スキル・ギャップ
を埋め、従業員のキャリア
アップを支援する。ブレン
デッド・ラーニング ** によ
り、知識の共有化を図り、学
習コミュニティーを形成し、
従業員のスキルを最新の状
態に保つ。さまざまなキャリ
アの選択肢や職務にどのテ
クノロジーが役立つかをア
ドバイスし、従業員がキャリ
アアップの可能性を可視化
できるようにする。

5
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視点

流動的な仕事の 
役割と要件18

一見すると、IBM IBV の調査は驚くべき結果を示している。STEM スキル
の重要性が急落し、2016 年の第 1 位から 23 年には第 12 位に下がってい
るのだ。19 しかし、翻ってみると、ある程度の基本的な技術的知識は、今で
は当たり前の知識だと見なされている可能性がある。実は、生成 AI のよう
な新しい分野を開発する際には、対人スキルや時間管理、優先順位付け、
協調性、コミュニケーションなどの能力が重要になる。業務内容が目まぐ
るしく変わる現在、企業は即物的なスキルだけでなく、柔軟性や適応力、
高い協調性などを一段と重視するようになっている。人材の評価が、より
繊細なものになってきているのは明らかだ。人事部門はこのトレンドの最
前線に立ち続けなくてはならない。

新しいスキルのパラダイム

STEM スキルの重要性が急落し、

対人スキルがトップに躍り出た

質問：現代の人材に求められる最も重要なスキルは何だと思いますか。出典：2016 IBM Institute for 
Business Value Global Skills Survey、2018 IBM Institute for Business Value Global Country Survey、
2023 IBM Institute for Business Value Talent and Skills Global Survey

人材に求められる最も重要なスキル2016 年 2018 年 2023 年

    42% 時間管理のスキルと優先順位付けの能力

    40% チーム環境の中で効果的に働く能力

   38% 効果的にコミュニケーションを取る能力

   38% 前向きな柔軟性、俊敏性、変化への適応力

   35% ビジネス感覚を踏まえた分析能力

   33% 倫理観と誠実さ

   33% 業界や職種に固有のスキル

   32% 読み書きや数学の能力

   32% 外国語

   31% 革新性と創造性を追求する能力

   31% 基本的なコンピューターやソフトウェア・アプリケーションのスキル

   28% STEM分野の能力
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	 実験やイノベーションに対して報いる
生成 AI 技術を導入するのは難しい場合がある。しかし適切なガードレールさえあれ
ば、人事部門はモチベーションを高める「競争」やコンテスト、認定プログラム、
その他の顕彰を通じて、実験を奨励することができる。その際に重要なのは、失敗
しても罰しないことを明確にし、心理的安全性を確保することだ。IBM IBV の調査
によると、AI に関する失敗にペナルティーを科さない企業は、収益成長率が他社と
比べて 22% 高い。また、リスクを恐れないオープンなイノベーション環境がある
企業は、この数字が 10% 高い。20 迅速な実験と俊敏な発見をデフォルトの働き方に
すべきである。

	 従来の採用方針とは異なる経歴を持つ、 
	 デジタルに強い人材を採用する
人事部門は、生成 AI の天才を見つけ出すだけでは不十分だ。組織の内外に目を配
り、人材のスキルや学位に注目すれば、創造的で好奇心が旺盛で、教えがいのある
従業員を幅広いバックグラウンドから見つけ出すことができるはずである。

従業員の採用や人事異動に対し、総合的な人材管理を実行することは決して簡単で
はない。高いスキルに対する需要が供給を上回る現状において、企業はスキルの要
件や仕事の役割を定義し、ダイナミックな働き方を推進し、成長の機会を提供する
必要がある。そのためには企業は創造的でなくてはならない。

	 ワークフォース・エコシステム全体の統合者になる
人事部門をスキルのキュレーターと位置付ける。ビジネス・リーダーがニーズの変
化に応じ、需要の高いスキルに必要な際にはすぐにアクセスできるよう人事部門が
支援する。おのずと人事部門の影響力は組織全体に広がり、信頼性が高く安全かつ
効果的な生成 AI の活用を可能にするパイプ役として機能するようになる。

技術的なヒント：組織（国
や部署など）のさまざまな
セグメントに合わせて、顕
彰プログラムをパーソナ
ライズ化する。リアルタイ
ムのインサイトを活用し、
顕彰活動をビジネス・イン
パクトへ結び付ける。

技術的なヒント：AI ツール
を活用して、人材ごとのス
キルやプロフィールを一覧
できるようにし、スキルに
基づいた採用戦略を実施す
る。能力を生かした社内異
動が可能なマーケットプレ
イスを確立する。

技術的なヒント：ワーク
フォース・プラットフォー
ムを統合し、人材関連アプ
リケーションを共有化す
る。それによって統合的な
人材獲得戦略を策定し、実
行することができる。エコ
システム・パートナーが満
たすべき重要なスキル要件
を定義し、スキル・ギャッ
プを解消する。

6

7

8
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	 管理職を変革のアンバサダーに
それぞれの部署の管理職は、進化する企業を形作る上でなくてはならない存
在だ（9 ページの視点「新しい中間管理職」を参照）。21 しかし、彼らが効果
的に変革を起こすためには、困難を乗り越え、コンフォート・ゾーンから一
歩外へ踏み出す努力が必要であり、同時に部下が同じ振る舞いをするよう促
さなくてはならない。それぞれの管理職が個人的なストーリーを部下と共有
し、AI についてのビジョンを高い透明性を持って語れるよう、人事部門は
インセンティブを与え、奨励すべきである。管理職が自らの成功だけでなく
失敗もチームと共有することができれば、一般の従業員は間違いを犯しても
許されることを理解する。こうしてあらゆる階層の従業員が相互に学び合う
ことで、探究心と冒険心に満ちた企業文化が醸成される。

技術的なヒント：管理職と
その部下たちが、組織の業
績にアクセスし、情報共有
できるようにする。その結
果、人間関係は強化され、
積極的な行動が奨励される
ようになる。

	 新しい業績評価の実施方法について 
	 管理職研修を行う
生成 AI の導入が進むにつれ、人材の生成 AI スキルの評価方法について、管理
職を指導する必要性が生じている。この研修を行う際は「イエスかノーか」の
単純なチェックボックス式の質問で済ませてはいけない。例えば以下のような
質問により研修を進めるべきだ。「各人材は責任感を持って、創造的に AI を活
用しているだろうか」「新しいアプリケーションを使って、どのような実験を
行っているだろうか」「AI の活用に手こずっている同僚がいたら、どの程度、
どう手助けをするだろうか」「失敗を恐れずに、具体的な協働シナリオを描け
るだろうか」。次の課題を取り上げることも重要である。「生成 AI により仕事
は変化し続けているが、仕事のパフォーマンスをどう評価すべきか」というこ
とだ。人事部門は、各部門の管理職と協力し合うことで、柔軟な対応力を持っ
て、学習曲線に敏感でありながら、従業員のパフォーマンスを評価することが
可能である。

技術的なヒント：複数の情
報源から公式・非公式の
フィードバックを集めて、
進化を続ける従業員に関す
る包括的なポートレートを
作成する。人材の成長につ
ながるような具体的フィー
ドバックを提供し、従業員
や管理職の間で継続的な会
話ができるようにして、パ
フォーマンスの向上を支援
し、人材開発を進める。

9

10
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視点

管理職はかつてないほど 
コーチとしての役割を 
期待されており、急速に 
進化するテクノロジーを 
部下たちが理解できるよう 
支えることが求められている。

新しい 
中間管理職

IBM IBV が 2023 年に実施した調査によると、企業の 65% が人事管理職の
スキルを向上させるために投資を行っており、72% が 25 年までに投資を増
やす予定である。22 しかし、それぞれの部門の中間管理職をコーチとして、新
たな役割を定義している企業は 41% にとどまった。23 管理職はかつてない
ほどコーチとしての役割を期待されており、急速に進化するテクノロジーを
部下たちが理解できるよう支えることが求められている。また管理職は、組
織が何を知っていて、何を知らないかについての情報を、部下たちと透明性
を持って共有しなくてはならない。

生成 AI が従業員に与える影響を考慮して、各部署の管理職がチームを効果
的に指導し、コラボレーションできるように、人事部門は研修を行い、リ
ソースを提供するべきである。これらに必要な資金を賄うためには、人事部
門は新たな予算を獲得するか、既存の予算で工面する必要がある。
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Oracle 社のあるクライアントが指摘するように、生成 AI は従業
員の仕事内容だけでなく、人事そのものを変容させる。「生成 AI
を活用した HCM* アプリケーションにより、企業は大きな変革を
遂げるだろう」と、Co-op 社の HCM ビジネス・プラットフォー
ムでドメイン・プリンシパルを務める Gareth Abreu 氏は語る。

「生成 AI を使うことによって、この領域でどんなことが実現でき
るようになるのか、とても楽しみにしている。仕事の効率化、従
業員のインテリジェント化による成果の改善、従業員エクスペリ
エンスの向上などは、Oracle Cloud HCM で生成 AI を使うことで
実現できるメリットの一部に過ぎない。このテクノロジーは、仕
事（特に人事部門の仕事）についての従来の考え方を完全に刷新
するほどの力を持っている」24

* HCM は「Human Capital Management」の略称で、「人的資本管理」を指す。
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生成 AI の開発と応用に 
人事部が及ぼす影響
これまで紹介してきた推奨事項を実行するためには、人的資本管理

（HCM）ソリューションと広範なエコシステム・テクノロジーの選択と
実装において、人事部門が主導して役割を果たさなくてはならない。従
業員をサポートする生成 AI の役割について、同部門は他部門と情報を
共有することができる理想的な立場にある。また機会を最適化し、従業
員が落胆した場合にそれを軽減するための、明確なインサイトを人事部
門は有している。

シームレスな体験を実現するためは、人事部門はよりテクノロジーに明るくなる必要が
ある。起業家的な視点から、技術的な問題があればそれを理解して解決を図り、テクノ
ロジーの導入を進める必要がある。テクノロジーへの投資や広範なデータ戦略にも関与
し、効果の最大化や、各部門やパートナーのエコシステムを横断するチームの統合に努
めるべきである。特に技術に明るくない人は、企業全体で共有するテクノロジーの数が
多いことに驚くかもしれない。人事分野だけでも、以下のようなものが挙げられる。

	‒ HCM プラットフォーム

	‒ コラボレーションや生産性にかかわるツール

	‒ ワークフローおよびチケッティング・ソリューション

	‒ 学習プラットフォーム

	‒ 採用ソリューション

	‒ 人材マーケットプレイス・システム

	‒ ビジネス・インテリジェンス・ツール

	‒ その他

このように人事部門が扱うテクノロジーは多岐にわたる。企業がエンタープライズ・ア
プリケーションで生成 AI を一貫性のある形で導入する場合、人事部門の意見が非常に
重要になる。だからこそ、部署の壁を越えたオープン性と真のパートナーシップが必要
なのである。エンタープライズ・テクノロジーと HCM は、しばしば期待の水準に届か
ない。人事部門がお気に入りのレガシー・システム、いわば「フランケンシュタイン」
モデルにしがみつくことが多いからだ。

第二部
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サイロ化した各プロセス間の断絶を埋めるのに役立つのが生成 AI だ。まず、生成 AI
は、さまざまなシステムのデータや操作を解釈し、合成することができる。また異種シ
ステム間でコミュニケーションを可能にするコードを書き、複数のアプリケーションに
またがるプロセスを統合することができる。企業が生成 AI を導入する際には、独自デー
タを活用して、生成 AI モデルそのものを改良することもできる（図参照）。

生成 AI を使ったデジタル・アシスタントは、従業員にとって不慣れなプロセスをナビ
ゲートし、迅速なサポートを提供し、組織内の知識の偏りを埋めてくれる。デジタル・
アシスタントを使えば、雇用のライフサイクル全体を通じて、従業員のニーズを事前に
予測し、個別の対応を行えるようになる。例えばチャット・ソリューションは、以前は
1 つのやりとりしかできなかったが、今では指数関数的にパーソナライズ化されたやり
方で、質問を明確化し、要約し、次善の策を提案できるようになった。今日では生成
AI を活用することで、従来のシステムの問題点が探れるようになっており、生成 AI が
普及するにつれ、それに対応できないレガシー・システムの方が時代遅れになりつつ
ある。

継続中：
AIモデルは、
企業独自のデータにより
進化を続けている

その結果：
デジタル支援、
プロセスの自動化／
オーケストレーション、
複数システム間の統合
データ・セットが実現する

Generative AI

ワークフロー、
システム、データの
シームレスな
統合が進む

システムと人が
相互作用し、
生産性を高め、
体験を改善する

</>
</>

</> <  >
/

生成 AI はサイロ化した 
各プロセス間の断絶を 
埋めるのに役立つ。

生成 AI

人、テクノロジー、データが 

強力に組み合わさる交差点となる。
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人事部門は、生成 AI に適した企業文化を創造する
ことで、従業員がこの新しいテクノロジーを受け
入れるよう、管理職に働きかけを促し、そうした
企業文化を促進するツールとして生成 AI そのも
のを活用することができる。その過程で人事部門
のリーダーは、人間の特性、つまり AI とは競合し
ない人間特有の価値を強調すれば、従業員に自信
を植え付けることができる。信頼性と透明性を保
ちつつ、恐怖ではなく希望を広めなくてはなら
ない。

The Economist 紙のビジネス担当編集者である
Rachana Shanbhogue 氏は、生成 AI の導入につ
いて次のように書いている。「特に重要なのは、従
業員から支持を得ることだ。従業員の恐怖心に注
意を払い、挑戦の楽しさを理解してもらうの
だ」。25 この助言は一見単純に見えて、実行するこ
とは難しい。それでも人事部門は、この困難な課
題に立ち向かわなければならない。

人事部門は、生成 AI に適した 
企業文化を創造することで、 
従業員がこの新しい 
テクノロジーを受け入れるよう、 
管理職に働きかけを促し、 
そうした企業文化を促進する 
ツールとして生成 AI そのものを 
活用することができる。

視点

異種システム間の 
人事データを統合

人事部門に AI を導入する上で最初のハードルになる
のは、断片的なデータがさまざまなシステムやプラッ
トフォームに散らばっていることだ。このハードルを
克服するためには、自社でデータ戦略を定め、テクノ
ロジーを活用して、人材データ・ソースを統合すべき
である。同時に、AI アプリケーションを通じて、統合
された人材データ・ソースにアクセスできるようにし
なければならない。

こうした取り組みを可能にするのは、ハイブリッドク
ラウドを使ったインフラストラクチャーの存在だ。こ
れにより複数のシステムにまたがって、AI を展開でき
るようになる。また、人事プロセスを強化し、パーソ
ナライズされた体験やデジタル・アシスタントを提供
する統合 AI アプローチが可能になる。こうして構築
したデジタル資産により、人材の発掘、新たな人材ネッ
トワークの構築、最新スキルの獲得、専門知識の共有
などが可能になる。

日本語翻訳監修

濱村良子
日本アイ・ビー・エム株式会社
IBM コンサルティング事業本部
ストラテジック・パートナーズ
アソシエイト・パートナー

日本 IBM 入社後、IBM Sales Representative として
金融機関のお客様を中心に、最適な製品・サービス・
サポートを組み合わせ提供するフロントミッションを
担う。その後バックオフィスに異動し、グローバルで
標準化された企業活動のエンド・トウ・エンドを、日
本のお客様向けに適切化する組織・人事・サービス開
発に携わる。IBM Consulting Japan 発足に伴い、ス
トラテジック・パートナーズ オラクル・アライアン
ス担当に就任。



14

関連レポート

Augmented work for an automated,  
AI-driven world

Augmented work for an automated, AI-driven 
world: Boost performance with human-machine 
partnerships. IBM Institute for Business Value. 
August 2023. 邦訳『自動化と AI が導く「拡張労働力」
の世界』https://www.ibm.com/thought-leadership/
institute-business-value/jp-ja/report/augmented- 
workforce

The CEO’s Guide to Generative AI

The CEO’s Guide to Generative AI: What you need to 
know and do to win with transformative technology. 
IBM Institute for Business Value. 2024. 邦訳「CEO の
ための生成 AI 活用ガイド - 総集編」 https://www.ibm.
com/thought-leadership/institute-business-value/
jp-ja/report/ceo-generative-ai-jp

5 trends for 2024

5 trends for 2024: Deep tech requires deep trust. 
IBM Institute for Business Value. December 2023. 
邦 訳「5 つ の ト レ ン ド 2024 年 」https://www.ibm.
com/thought-leadership/institute-business-value/
jp-ja/report/business-trends-2024-jp

IBM と Oracle 社について

IBM は 40 年近くにわたる Oracle 社との提携を通じ
て、ハイブリッドクラウドやマルチクラウドのような
複雑なクラウドをお客様が活用し、ビジネスを大きく
変革させるお手伝いをしてきました。IBM はハイブ
リッドクラウド、AI、コンサルティング・サービスの
リーディング・プロバイダーであり、現在、175 カ国
以上でお客様がデータからインサイトを獲得し、ビジ
ネス・プロセスを合理化し、競争上優位に立てるよう
にサポートしています。一方、Oracle 社は「Oracle 
Cloud」を通じ、統合されたアプリケーション・スイー
トとセキュアで自律的なインフラストラクチャーを提
供しています。IBM は AI、量子コンピューティング、
ビジネス・サービスの分野で画期的なイノベーション
を実現し、オープンで柔軟な選択肢をお客様に提供し
ています。

変化する世界に対応するための
パートナー

IBM はお客様と協力して、ビジネス・インサイト、高
度な研究成果、およびテクノロジーの専門知識を組み
合わせることにより、急速に変化し続ける今日の環境
における卓越した優位性の確立を可能にします。

IBM Institute for  
Business Value

IBM Institute for Business Value（IBV）は、20 年以
上にわたって IBM のソート・リーダーシップ・シンク
タンクとしての役割を担い、ビジネス・リーダーの意
思決定を支援するため、研究と技術に裏付けられた戦
略的洞察を提供しています。

IBV は、ビジネスやテクノロジー、社会が交差する特
異な立ち位置にあり、毎年、何千もの経営層、消費者、
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